
水冷システムの解析

1. 目的
チラーを用いた水冷の効果を検証したい。

2.  課題
伝熱と流体の連成解析の方法を構築する。

・流体と伝熱の連成解析により、チラーによる冷却効果を見積もることができた。

・実機との比較検証により、本解析では検証していなかった「配管とハウジング間の熱抵抗」
や「ハウジングと空気との熱伝達」についても検討が可能である。
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水冷による冷却効果を見積もることができた。
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